
（１） 主題名　強い意志　〔中学校１－（２）〕　　

（２） ねらい　飲酒，喫煙などの誘惑に対して，勇気をもって断る態度を育てる。

（３） 資料名　「なぜきっぱり断れないか」（出典：中学校　道徳の指導資料第１集　文部省　改作）

（４） 学習指導過程

学 習 活 動      主な発問と生徒の心の動き 留 意 点     

導

入

 
 

 
 

１　校則を確認す

る。

２　自分の経験を

確認する。

○本校では，下校途中にコンビニに寄って

もいいことになっているでしょうか。

○コンビニに寄ろうと思ったことがある人

は，そのときの気持ちを思い出してみまし

ょう。

○自分のことを発表し

にくい 場合は，思い

出させるだけにする。

展

開

 
 

 
 

３　資料を読ん

で，田中君の気持

ちを整理して考

える。

４ よりよい行動を

考える 。 

５　最後の場面を

考える。

６　田中くんが誘

われた理由を考

える。

○田中君が，初めてコンビニでパンを買っ

てあげたときの気持ちを考えましょう。

・１回くらいならいいか

・断るとあとがめんどくさいなあ

・ケチだと言われたくない

○田中君がタバコをすすめられて「今日は

やめとくよ」と言って断りましたが，この

断り方をどう思いますか。

・今日は・・と言った方が断りやすい

・臆病だと思われたくない

・曖昧な断り方でよくない

○田中君は，なぜまた誘われるだろうと思

ったのでしょうか。

・吉田君がしつこそうだから

・きちんと断らなかったのがわかっている

○再び誘われない断り方を考えましょう。

・タバコには興味がないよ

・僕はタバコはよくないと思う

○公民館の裏の場面で，田中君はどうした

らいいか考えましょう。

・きっぱりと断る

◎なぜ田中くんが誘われたのかを考えまし

ょう。

・校則を破ったから，仲間にしやすいと思

った

・きっぱりと断らないので，次も誘いやす

い

・近道をしようとするような心に原因があ

る

○自分にもあてはまり

そうなことに気付か

せる。

○はっきりと断ってい

ないことに気付かせ

る。

○はっきりと断ってい

ないことを田中君自

身も知っていること

を確認する。

○決断するには勇気が

必要なことに気付か

せる。

○大勢のなかで断るに

は，さらに勇気が必要

なことに気付かせる。

○タバコに限らず，すき

を見せると誘われや

すいことに気付かせ

る。

○人間の弱さに気付か

せる。

終

末

 
 

 
 

７　心のノートを読

み，今日の授業の感

想を書く。

・自分にも弱いところがあった

・自分はきちんと断ることができる

・友だちのことを考えると断れない場合もあると

思うが，がんばる

○Ｐ２２～２３

  「中学生だもの，自分で

考え，判断し実行するの

はあたりまえ」「まっい

いか，やば」を活用する。

 

資料の概要

　主人公の田中君は，下校途中にコンビニ立ち寄った。偶然に居合わせた級友にパンを買わされたこことか

ら，望まないつきあいが始まる。そして級友との望まない関係が深くなっていくなかで，喫煙を誘われるこ

とになり，田中君は悩む。



　
　
　

な
ぜ
き
っ
ぱ
り
断
れ
な
い
か

  

田
中
君
は
野
球
部
で
の
練
習
の
疲
れ
と
空
腹
の
た
め
に
、
学
校
の
帰
り
に
ふ
ら
ふ
ら
と
コ
ン
ビ
ニ

へ
入
っ
て
し
ま
っ
た
。

  

と
こ
ろ
が
、
店
に
入
っ
た
彼
は
、
友
だ
ち
の
吉
田
君
、
佐
藤
君
と
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

「
や
あ
田
中
君
か
、
め
ず
ら
し
い
お
客
さ
ん
だ
。
」

　

「
お
れ
た
ち
に
も
少
し
お
す
そ
分
け
を
し
て
も
ら
お
う
か
な
。
」

　

吉
田
君
、
佐
藤
君
は
、
そ
う
言
っ
て
田
中
君
に
パ
ン
を
多
く
買
う
よ
う
に
言
い
よ
っ
て
き
た
。

　

「
親
友
の
間
が
ら
じ
ゃ
な
い
か
、
け
ち
け
ち
す
る
な
よ
。
」

　

そ
う
言
わ
れ
る
と
、
田
中
君
は
結
局
よ
け
い
に
パ
ン
を
買
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

お
い
し
い
は
ず
の
パ
ン
で
あ
っ
た
が
、
学
校
の
規
則
を
破
っ
て
の
買
い
食
い
で
あ
る
。
し
か
も
、

嫌
な
友
だ
ち
の
分
ま
で
買
わ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
パ
ン
の
味
ま
で
よ
く
わ
か
ら
な
い
気
分

だ
っ
た
。

 　

翌
日
の
放
課
後
、
校
庭
で
遊
ん
で
い
た
田
中
君
は
、
偶
然
吉
田
君
と
会
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

「
よ
う
田
中
、
昨
日
は
サ
ン
キ
ュ
ー
。
」

　

「
・
・
・
・
・
。
」

　

「
今
日
は
お
礼
を
す
る
よ
。
」

　

そ
う
言
う
と
、
吉
田
君
は
つ
い
て
く
る
よ
う
に
言
っ
た
。

　

そ
し
て
、
体
育
館
の
裏
に
つ
く
と
、
吉
田
君
は
タ
バ
コ
の
箱
を
取
り
出
し
た
。

　

「
一
本
吸
っ
て
み
る
か
。
」

　

「
い
い
よ
、
や
ば
い
よ
。
」

　

「
平
気
さ
。
臆
病
だ
な
あ
。
」

　

吉
田
君
、
は
な
れ
た
手
つ
き
で
火
を
つ
け
、
吸
っ
て
見
せ
た
。

　

「
吸
っ
て
み
ろ
よ
、
田
中
。
」

　

「
い
や
、
今
日
は
や
め
と
く
よ
。
」

　

田
中
君
は
断
る
と
、
逃
げ
る
よ
う
に
そ
の
場
を
去
っ
て
い
っ
た
。

　

ま
た
誘
わ
れ
る
だ
ろ
う
と
思
う
と
、
そ
の
夜
は
な
か
な
か
眠
れ
な
か
っ
た
が
、
何
日
か
吉
田
君
に

合
わ
な
い
う
ち
に
気
に
な
ら
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。

 　

あ
る
日
の
こ
と
、
田
中
君
は
学
校
の
帰
り
に
近
道
を
通
っ
て
帰
っ
て
い
た
。
い
つ
も
は
通
ら
な
い

公
園
を
抜
け
て
、
公
民
館
の
裏
へ
ま
わ
っ
た
と
き
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

「
あ
っ
、
だ
れ
か
タ
バ
コ
吸
っ
て
る
。
」

　

数
人
の
中
学
生
だ
と
い
う
こ
と
は
す
ぐ
に
わ
か
っ
た
が
、
田
中
君
に
気
づ
い
て
振
り
返
っ
た
の
は

吉
田
君
だ
っ
た
。
そ
し
て
佐
藤
君
も
い
た
。

  

「
よ
う
田
中
じ
ゃ
な
い
か
。
」

  

「
ど
う
し
た
ん
だ
、
こ
ん
な
所
を
通
っ
て
。
」

　

「
ち
ょ
っ
と
近
道
を
し
よ
う
と
思
っ
て
。
」

　

田
中
君
は
、
こ
の
前
の
こ
と
が
あ
る
の
で
急
い
で
帰
り
た
か
っ
た
が
、
予
想
ど
お
り
誘
わ
れ
た
。

　

「
ち
ょ
う
ど
い
い
、
タ
バ
コ
吸
っ
て
み
ろ
よ
。
今
度
吸
う
っ
て
言
っ
て
た
だ
ろ
。
」

　

「
え
っ
、
そ
ん
な
こ
と
言
っ
て
な
い
よ
。
」

　

「
い
い
か
ら
吸
っ
て
み
ろ
よ
。
」

　

ど
う
し
よ
う
。
佐
藤
君
や
、
ま
わ
り
の
仲
間
た
ち
も
し
つ
こ
く
勧
め
て
く
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　



実践報告にみる留意事項

１　資料・題材について

　本資料は，以前文部省（当時）が作成し

た「中学校　道徳の指導資料　第１集」に

掲載されたものを改作している。元はパン

の買い食いを強いられる展開であったが，

タバコの内容に作り変えた。

  生徒が飲酒や喫煙をするきっかけは，自

らの興味による場合もあるが，仲間からの

誘いによるものも少なくないと考えられる。

とりわけ，力関係による強要は深刻である

が，強い意志をもって断るべきは断るとい

う態度を育てたい。  

２　指導過程の工夫

  導入では，自分の生活とつなげるために

資料前半の状況と似たような経験を聞い

た。実際にコンビニのパンを提示し，授業

に引きつける方法も試みた。

 　展開では，主人公の心の動きを考える

ことで，だれにでもある心の弱さを確認す

る活動を多く取り入れた。

 　終末は「心のノート」を用いることで，

自分の生活を振り返らせた。

３　発問の工夫

　すべての発問が，心の弱さと強い意志を

考える構成になっている。

   「今日はやめとくよ」という断り方を聞

く発問では，実際にどのように断ったらい

いかを役割演技でスキル学習的に実施する

ことも考えられる。

  飲酒・喫煙に限らず，暴走族に誘われる

場合でも，服装・態度・行動などですきを

つくることが問題であることを考えさせた

のが，「なぜ田中君が誘われたのか」の部分

である。

４　生徒の反応

　本資料は非常に分かりやすい構成であ

り，一度読めば何が問題なのかはすぐに理

解できる。発問２で考えた不用意な発言も

容易に理解できたし，正しい行動も考える

ことができる。ただ，理解することと，自

分の生活で実行することの間には溝があ

る。

 　平気で断れるという意見が多かったの

で，「上級生に誘われたらどうするか」と

聞いたところ，反応は鈍かった。

・「今日はやめとく」という断りかたは，今

 度は吸うと言っているようなものだ。

・その場しのぎの発言はダメ。

・このままだとパシリに使われるようにな

ってしまう。

５　授業後のフォローアップ

　道徳の授業ではその時間の感想を書か

せ，数点を学級通信や朝の会・帰りの会で

紹介する取組みをしているが，本時は帰り

の会で紹介した。

 　保健体育の授業で１１月に薬物乱用防

止の授業を計画しているが，このような

様々な学習の機会で，この授業のことを想

起させるなどして指導していきたい。

（砂谷中学校）




